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緒 言

肺結核症 におけ るメチ オニン代謝については諸氏の報

告 があ るが,そ の結果 は様 々で,未 だ定説 を見 るに至つ

ていない。野沢1)は 結 核患者血清 中メチ オニンが低値 を

示 し,そ の程度は病状の軽重に並行す る と 述 べ,千 代

谷2)も 同様低値 を示す ことを報 告 してい るが,横 田3)は

必ず し も低値 を示 さず,と きに その増量 を認 め,ほ ぼ血

清総 蛋白量に並行 して増減す ると報告 してい る。

Schreier u.Schonsee4)は 肝機能障碍時血 清 中メチオ

ニ ン含量 な らびに尿 中排泄量 の増加 を認 め,メ チォニ ン

を大量 に負荷 して尿 中排泄量 を測定す ることに よ り,肝

機能 を検査 しうると報告 してい る。われわれは この メチ

オ ニン負荷 に よる肝機能 検査 を,肺 結核 患者90名 につい

て試 み,メ チ オニン代謝状況 を検 し,併 せて2,3の 肝

機能検 査を並 行 して施行 したので その成績 を報告す る。

実 験 方 法

当院入院中の肺結核患 者,重 症34名,中 等症37名,軽

症19名,計90名 につ き実験 した。 うち男子67名,女 子23

名であつた。 メチ オニン負荷試験 は,DLメ チオユン10

gを 経 口投 与 し,そ の24時 間尿中への排泄量 を比色定量

す う もので,Schreier等 に従い次の如 く実施 した。 メチ

オニン投 与後24時 間尿 を集 め混和後,そ の0.5m1を 試験

管 に と り蒸溜 水を加 え て5.0mLと し,5N荷 性 ソーダ

1.0mLと 使用前 に新調 した10%ニ トロプ ロシ ッドソーダ

0.1mlを 加 え振盪 して10分 間室温に放 置す る。 これに3

%グ リシン水溶液2.0mLを 加 え,10分 後85%オ ル ト燐酸

2.Cmlを 加 え,1～2分 間強振 し,10分 間室温放置 後投

与前尿 を対照 としてLeitz光 電比色計(フ ィル ター520

mμ)に よ り比色定量 した。以上 はMcCarthy-Sullivan

法 の変法 でHorn,Johnes5)ら の方法 にほぼ一致 す る。

アゾル ビンS試 験は,1%ア ゾル ビンS生 理 的食塩 水溶

液2mlを 静注 し,2時 間 までの尿 中排泄量 によ り,10%

までを陰性,11%～15%を 陽性,16%以 上を強陽性 と判

定 した。ブ ロームサル ファレン試 験は30分 判 定で,中 等

症,重 症 にのみ施行 した。尿 ウ・ビ リノーゲ ン反応 は エ

ール リッヒ氏 アルデ ヒ ド試薬混和後5分 間で その色 調の

変化 の度合 を検 した。

実 験 成 績

メチオニン10g経 口投与 によ る24時 間尿 中排泄 量は,

われわれの実験では最高3.96g最 低0.48gで あ り,平 均

1.519で あつた。各病症 別では,重 症 者では0.64g～3.9

6g平 均1.66g,中 等症者では0.Ａ8～2.24g平 均1.39g,

軽症 者では0.71g～1.88g平 均1.20gで あ り,平 均値 は病

状 の悪 いほ ど高値 を示 した。

Schreierら は メチオニ ン負荷 量の15%～19%を 排泄

した もの を異状高値 とし,20%以 上排泄 した ものは明か

に病的で あるとしてい る。われわれ は14%以 下 をメチオ

ニン負荷 肝機能 検査陰性,15～19%を 陽性,20%以 上排

泄 した もの を強陽性 と判定 し,そ の病状,病 型 との関係

お よび諸種肝機能検査 との関係 を検 した。

表1は メチオニン負荷試験お よび他の肝機能検査成績

を病症 別に見た ものであ るが,メ チ オニン負荷試験 では

軽症 者19例 中4例 陽性,陽 性率21%,中 等症者 では37例

中10例 陽性,強 陽性6例 で陽性率43%,重 症者34例 中陽

性13例,強 陽性7例 で陽性率58%で あ り,陽 性率 は病状

の進む につれて高 くなつてい る。

ア ゾル ビンS試 験では陽性率は軽症33%,中 等症58%

重症71%で 症 状につれて高値 を示 し,ブ ロームサル ファ

レン試験,尿 ウロ ビリノーゲ ン反応 で も同様に重症 ほ ど

陽 性率力弐高かつ た。

これ ら諸 肝機能 検査の平均 陽 性率は,ア ゾル ビンS試

験 が58%で 最 も高 く,次 いで ブ ロームサル フ ァ レ ン試

表1メ チオ ニン負荷 な らびに他の肝機能検査成績
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験,尿 ウ ロビ リノーゲ ン反応,メ チオニ ン負荷試験 の順

に低 くなつてい る。

次 にメチオニ ン負荷試験 と病症,症 型 お よ び 赤 沈値

表2メ チオニ ン負荷試験 と病症,症 型

および赤沈値 との関係

(1時 間値)と の関係 を表2に 示 した。前 に述べ た如 く

病状 の進 むにつれ て陽性率 は高 くなつてい る。病型別 に

見 ると,硬 化型 は例数少な く6例 と も陰性であつたが,

増殖型 では55例 中陽性14例,強 陽性9例 で陽性率41%,

滲 出型 では29例 中陽性13例,強 陽性4例 で陽性率56%で,

滲 出型 は増殖型 に比 し陽 性率が高 い。赤沈 値は0～20を

正 常,21～50を 促進,51以 上 を強度促進 と判定 したが,

その正常,促 進,強 度促進者の陽性率 はおのおの40%,

38%,69%で 強度促進者 に特 に高い陽性率 を示 した。

表3は メチ オニン負荷試験 と他 の肝機能検査 との間 の

相 関を示 した もの であ るが,こ れ らに推計学的検討 を試

みるに,メ チ オニン負荷試験 とア ゾル ビンS試 験 との間

では

F0=4.76>F=3.32

とな り1%以 下の危険率 で相関 を認 め るが,ブ ロームサ

ノレラァレン試験 および尿 ウロビ リノーゲ ン反応 との間 に

は相 関 を認め えなか つた。

表5メ チオ ニン負荷試 験 と他 の諸 検査 との比較

総 括

Schreierら は2,3例 の結核患者 につ き,メ チオニ ン

を負荷 して,健 康人 に比 し高率 の尿 中排泄 を見 た と述べ

てい るが,わ れわれ の結核患者90例 におけ る実験 で も,

上 に述べ た如 く,病 状 の進 むにつれて排泄 量の増加 を認

め,陽 性率 は滲 出型 は増殖型 に比 し高値 を示 した。同時

に施行 した従来一般 に認 め られ てい る3種 の肝機能検査

も同 じ傾 向を認 めてお り,肺 結核症 に よる肝機能 の低 下

が,メ チル基転 移反応 を含 む酵素 反応の低下 を招来 して

い ることを暗示 してい る。

千 代谷はDLメ チオニン29を 投与 して,そ の尿中排

泄 を検 したが,肝 機能 の障碍 程度に応 じて排泄量の増最

を見出 しえなかつた と述べてい るが,わ れ われ は108を

投与 して,ア ゾル ビンS試 験 との間 に相関 を認 めた。 し

たがつて メチオニンの大量投与 による試験 は,よ り肝機

能 に敏感で あると考 え られ る。 ブ ロームサル ファレン試

験 および尿 ウ ロビリノーゲ ン試験 との間 には相関 を示 さ

なかつ たが,こ れは肝機能 の多様性 を示す もの で あ つ

て,メ チ オニ ン負荷試験 は,ア ミノ酸 代謝検 査法の1つ

として,有 用 な もの と考 え る。

結 論

1)肺 結 核患者90例 につ き,メ チオニン109を 経 口的

に負荷 して その24時 間尿 中排泄 状況を検 し,病 状の進む

につれて高 い排泄 を示す 者が多 く,ま た滲 出型 は増 殖型

に比 し高率排泄者 が多 い ことを認 めた。

2)メ チオ ニン負荷実験 と並行 して,ア ゾル ビンS試

験 ブ ロームサル ファレン試験,尿 ウロ ビリノーゲ ン試 験

を施行 した ところ,こ れ らの陽性 率 も,メ チオニン負荷

試験 同様病状 につれて高値 を示 した。 メチオ ニン負 荷試

験 はア ゾル ビンS試 験 との間に相 関を認 めた。

終 始御 懇篤 な御 指導 と御 校閲を戴 きま した恩師堂 野前

院長 な らびに阪大第3内 科伊藤 博士 に深 謝致 します。

文 献

1) 野 沢: 結 核, 26, 509, 1951.



1956年10月 611

2) 千 代 谷: 抗 酸 菌 研 誌, 8, 229, 1953.

3) 横 田: 医療, 8, 775, 1954.

4) K. Schreier u H. SchOnsee: Deut. Med.

 Wochenschr., 77, 418, 1952.

5) M. J. Horn, Johnes u A.E. Blum J. Biol

 Chem., 166, 313, 1946.


